
 先日、２０１０年に行われた日本の国勢調査の結果が発表されました。高齢化率は世界
最高を更新する一方で、生産活動に携わる１５～６４歳の労働力人口は５年で３３６万人
減少と、横浜市と同じ程度の人口が消えた計算になり、日本の少子高齢化を顕著に表わす
結果に注目が集まりました。 
  
 一方で、労働力人口が増加しているのがトルコです。２０１０年の労働力人口の割合は
約６７.２％で、今後２０３０年まで伸び続けると予測されています。 
   
 労働力人口の拡大は、新興国の経済発展における最も大きな要因のひとつに挙げられて
います。労働力人口が増加すればその国の生産力は向上し、それに比例して所得水準が向
上。そして消費拡大につながり、経済が発展すると考えられます。 
 
 またトルコは他国と比較して婚姻率が高い傾向があります。平均の初婚年齢も先進諸国
が２０代後半であるのに対しトルコは２４.５歳と若く、若年層が新しい家庭を持つことに
よる消費拡大なども期待されています。 
 
 若い労働力とそれに伴う旺盛な消費力が、今後トルコの経済成長を加速させるかも知れ
ません。 
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トルコと日本の人口構成 

（出所）トルコ：トルコ統計局 ／ 日本：総務省 

各国の婚姻状況 

（出所） 日本婚姻率：厚生労働省 *国内の日本人のみ 
婚姻率＝ (年間婚姻届出件数)÷(10月1日現在日本人人口) ×1,000    

日本除く各国平均初婚年齢：国際連合 

（単位：千人） 
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